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1は最 も近 くの漁場であるサウス ・ジョージア漁場に入る
ために起こる現象と思われる.しかしこの点は科学委員
会の関心をひいたものの本委員会で取 り上げられること






















指定 されている.日 本南極地域観測隊では独 自に新しい
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隊 長 「躯越 冬 隊 長1
臼尻 全機
昭 和17年.1月3L〕日'[.
国t's.極地 研究 所{1Jl先糸超 高
層 物 理学 第.・研 究 部IIII教授
伺ζ上世lt,tl　:第25夢こ越 冬1:馨





栢1地歴:第16次 越 冬 隊,
ノ 第20次 越 冬 隊 、 第26二}こ越 冬 隊
副 隊 長 凍 星隊 長i
竹.内山男
Hii!1[9年12ノ]2,t|i4.
匡臣 極地 研 究 所.IL梁XI;
観1|il脇ノ」室 長
極 地 歴:第10次 越 冬隊,
第|.じ欠越 冬「隊,第19次 越 冬隊,
第23次夏隣 、 第25次越 冬隊
第29次観測隊出発
第29)欠「幸j極1也ナ或fe!lll則|隊璋度i憂興1[11:1;苓kら52名,　|rll行者'
8名.う ち1名 は オ・..ストラ リア の フ リ ・ーマ ン トル 港 か
ら乗船1を 乗 せ た 観 測 船 「し らせ 」 はITJI1.Nピ1.1'ITi11
時,家 族 を は じめ 問 係 者 多数 の 見 送 りの 中,東 京 港晴 海
」ψジ頁か ら,津 ∫極 に「iijけ,L[1発した .
し らせ」 は 、12Jl18日に は ブ ラ イ ド港 に到 着,こ の
後 あ す か観 測 拠[.ト.1:やlrl{和基地 に物 資 を送 り込 む と と もに、
第28次越 冬 隊 を収 答.i－る.ま た.イ く格 的 な 南 川鶴 川llの時
代 へ の 飛躍 とな るパ ラ ボ ラア ン テ ナ のifrや衛 ㍉1.受1、1棟
の 建1,乏等 を行 う.そ して 二しらせ 」 は,今 次i;家か ら 初め
て 南 極 大 陸 沿 岸 を 東都臼50度 まで 来航 す る.途 中 マ ラ ジ
・シナや馴 ・㍗ 兀 潮 ・緕 幟 則を行 う・1]iV,[1●
631ド:t　Jlヒ旬 に は1杓極 圏 を離 れ ,シ ド.:一.に入 港 す る.
b見ijlll|塚員 ぺ)卜・J{∫.者.は,シド=一 力・らvltifk3Jl27[iに'1'itl
国L　 l.しら せ.は.U日2B東 京 港 に 帰 着 の 予定 て あ る.
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第8回 南極地学シンポジウム 職 員 の 移 動
第8回 南極 地学 シ ンポ ジ ウ ム は昭 和62年10月22・23日
の2日 間,極 地研 究 所 の 講 堂 で 開 催 され,延ll2名 が 出
席 して,発 表 及 び活 発 な討 論 を行 な った.セ ッ シ ョンの
数 は8,発 表 論 文 は36編で あ る.
セ ッシ ョン1は 「セ ー ル ・ロ ンダ ー ネ 山地 の 地 形 」 で,
4編 の 発 表 が あ った.現 在,調 査 が 進 行 中の 地 域 で あ り,
最新 の デ ー タに 基 づ く,研 究報 告 が な さ れた.
セ ッシ ョ ンllは 「セ ー ル ・ロ ンダ ー ネ 山地 の 地 質 」 で,
2編 の 講演 があ った.セ ッシ ョ ン1と 同 じよ う に,調 査
が 進行 中で あ り,新 しい デ ー タに基 づ く成 果 が 発 表 され
た,
セ ッシ ョ ンmは 「東 ク イー ンモ ー ドラ ン ドの地 質 」 で,
7編 の 論文 が発 表 され た.東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド全 域
を見 た 地 質構 造,ベ ル ジカ 山 脈 の 岩 石 の 鉱物 学 な ど,広
い地域 か ら小 さな島 の 狭 い 地域 まで の 地 質構 造 や岩 石 学
的,鉱 物学 的 な研 究 が 発 表 され た,
セ ッシ ョ ンWは 「ドラ イバ レ ー ・ロス 島 の地 学 」 とい
うタ イ トル で,マ ク マ ー ド ・サ ウ ン ド地域 に お け る国 際
共 同観 測 の 成 果が 報 告 され た.講 演 は3編 で,地 形 学,
地 球 化 学 の 分 野 の報 告 で あ るが,初 め て 環境 放射 能 に関
す る成 果 も発 表 され た.
セ ッシ ョンVは 「地球 物 理 学 的研 究 」 で,海 洋域 の地
磁 気.重 力.昭 和 基 地 での 地 震 観 測 の3編 が 発 表 され た.
昭和 基 地 付 近 で の微 小 地震 活 動 につ い て,最 新情 報 が速
報 的 に紹 介 され た.
第2日 目 はセ ッシ ョ ンM「 南 極 と ゴ ン ドワナ 大 陸」 か
ら始 ま り,7編 の 発 表 が あ っ た.ゴ ン ドワナ 大 陸 の視 点
か らの 岩石 学 的 な研 究,白 嶺丸 に よ る ア ム ンゼ ン海 の調
査 報 告,占 地 磁 気 学 的研 究 が そ れぞ れ2編 つ つ 発 表 され
た.ま たサ ウ ス ジ ョー ジア 島周 辺の 地 質 につ い て の 報告
が な され た.
セ ッシ ョ ン珊 は 「西 南極 の地 学」 で,マ クマ ー ド地域
の 火 山 に関 す る研 究 成 果,6編 が報 告 さ れ た.火 山 岩 の
研 究 の ほか,エ レバ ス火 山 の地 震,重 力 につ い て の 発 表
が な さ れた.
セ ッ シ ョ ン珊 で は,　SCARか ら も要 請 を 受 け て い る
大陸 地 殻 断 面 構 造 の 南 極 地 域 に つ い て,「南 極 大 陸 断 面
構 造 ワ ー ク シ ョ ップ」 を開 催 した.南 極 全 域 の 断 面 構 造
計 画 と,日 本 が受 け持 つ 測 線 に つ い て,今 後の 方 針 を検
討 した,
地 球 科 学 で は広 い領 域 での 分 野 が 一 堂 に 会す る機 会 が
少 な く,例 年 の こ となが ら,本 シ ンポ ジ ウム は参 加 者 に
喜 ば れ てい る,
転任11月1日 東京工業大学主計課長 湯本清次
(前会計課長)




研 究 所 出 版 物
JARE　Data　Reports
　 　 No.　130　(Meteorology　20);　Meteorolegical　d ta　at
























氏 名 ペ ドロ ヘ リ オ ルキ ア リ 博士
(Dr.　Pedro　Helio　Lucchiarり
外 国 人来 訪 研 究 員
所 属 州 立 パ ウ リス タ大 学(ブ ラ ジル)教 授
招 へ い 期 間 昭和62年11月1日 ～ 昭和62年12月1日
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研究課題 南極産魚類の生理特性に関する研究
氏 名 ジ ェ イ ム ズ ア ン ソニ ー レ イモ ン ド博 士
　　 　　 　 (Dr.　James　Anthony　Raymond)
外 国 人 研 究 員
所 属 ア ラ ス カ州 漁 業 狩 猟 局 研 究 員(兼 ア ラ ス カ大
学 海 洋 研 究 所)
招 へ い期 間 昭 和62年12月1日 ～ 昭 和63年3月31日
研 究 課 題 極 海 産 魚 類 の 寒 冷 適 応 に 関 す る研 究
レ来 訪 者 く
6月19日～6月23日 　 Dr.　NISHIYAMA,　T.　(アラ ス カ
大 学 海 洋 研 究 所 准 教授)
6月22日 ～6月24日 梁 礎 堅　(Mr.　Llng　Chujian,中
国 測 量 局 地 球 物 理 研 究 所 研 究 員)
藩 顯 章(Mr.　Pan　Xianzhang,同)
張 賢 林(Mr.　Zhang　Xian]in,同)
6月23日 ～6月25日　 Dr.　BHALLA,　S.　 (イン ドア リ
ガ ル ・モ ス リム大 学 地 質 学 科教 授)
6月29日 朴 燗 権 　(Dr.　Park　Byongkwon,韓国 科 学
技 術 院 海 洋 研 究 所 先 任研 究 員)
石 奉 出(Mr.　Suk　Bongcheol,同研 究 員)






Dr.　ZEIHEN,　L,　〔鉱 物 博 物 館 副館 長)
7月18日～7月21日　 Mr.　THOMSON,　R.　(ニュー ジ ー






Mr.　BEHREND,　D.　(アラス カ大 学 副 学 長)
Dr.　BAKER,　M.　(国際 学 術 連 合 事務 局 長)
Dr.　MORY,　M.　(仏ドメ ン ヌ大 学 グル ノー ブ
ル 力 学 研 究 所 教 授)
Dr,　LEBOEUF,　B.　(カリ フ ォル
ニ ア大 学 サ ンタ ク ルス校 海 洋研 究 所教 授)
日中 低 温 実験 室 共 同研 究
董 兆 乾　(Mr.　Dong　Zhaoqian,中国 極 地 研
究 所 長)
萢 潤 卿(Mr.　Fang　Runqing,同研究 員)
楊 錦　(Ms、　Yan　Jin,華東 建 築 設 計 研 究




















Dr,　UBEROI,　C.　(イン ド科 学 研 究 所 教 授)
呂 位 秀(Mr,　Lu　Weixiu,中国科 学 院 大 気
物 理研 究 所 研 究 員)
Dr.　BEHRENDT,　J.　(米国 地 質 調 査 所 主 任 研
究 員)
Dr.　CHIAN,　A.　(ブラ ジ ル宇 宙 科
学 研究 所研 究 員)
Dr,　SPILHAUS　Jr.,　A,　(米国 地 球 物 理 事 務
局 長)
Dr.　BOWMAN,　J.　(英国 自然 環 境 研 究 会 議
総 局 長)
Dr.　JONES,　D、　(英国 南極 調 査 所 研 究 員)
Mr,　FERNHOLM,　B.　(スト ック ホ ル ム 自然
史 博物 館教 授)
Mr.　RUDBAECK,　G.
究 事務 局 副 局長)
Dr.　KAITALA,　S.　(フィ ン ラ ン
ド大学 生物 学 科 教 授)
Dr、　MOLCHANOV,　O.　(ソ連 科
学 ア カ デ ミー 地 球 物 理 学 研 究 所 教 授,　VLF
部 長)
Dr.　CARTER,　W.　(米国 立 大気 海 洋 局 測 地学
研 究所 研 究 員)
第29次南極地 域観 測隊 同行 交換 科学者
曲 紹 厚　(Mr.　Qu　Shaohou,中国 科 学 院 大
気 物理 研 究 所 研 究 員)
張 文 敬(Mr.　Zhang　Wenjing,中国 科 学 院
蘭 州氷 河凍 土 研 究 所 研 究員)
Dr.　AKASOFU,　S.　(アラ スカ 大 学 地 球 物 理
学研 究 所 長)
Dr.　ULYANOV,　A.　(ソ連 科 学 ア カ デ ミー地
球 化学 研 究 所 研 究 員)
Dr.　FRIEDMAN,　E.　(フロ リ ダ
州 立大 学 生 物 学 科 教 授)第10回 極 域 生 物 シ ン
ポ ジ ウ ム 出席 者
Dr.　B6LTER,　M.　(キー ル大 学 極
地 生態 学 研 究 所 研 究 員)第10回 極 域 生 物 シ ン























































































移送,滑走路の整備等 を行 う一方生物調査,地 磁気観測
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp,)　 (℃)
最 高 気 温(Max,temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,temp,)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　]evel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwlnd　 speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s>
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Meancloudcover)　〔1/10>
快 晴 日 数 　(Number　of　clear　days)
















































































パイプを保温 していること,さ らに,ポ ンプで排出後,
パイプ中に汚水が残 らないようエアーブロー して残液
を吹 きとばすことである.
また雪洞中に臭気がこもるので,雪洞の天井にパイ
プを貫通 し排気を行っている.
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